
ゆるやま山行

笠 置 山
2025年１ １月１５日

＜参加メンバー＞
参加メンバー：女性７人 天候：晴れ

＜コースタイム＞

8：23  JR笠置駅 〜 8:  45 登山口 〜 9：10 笠置寺 〜 11: 00 笠置橋  〜 11: 45 布目川の橋  〜
       12：25 地蔵石仏（昼食） 〜13：25 恋志谷神社  〜 13: 30 沈下橋 〜 13：40 JR 大河原駅

＜山行の概要＞

弥生人が祈りを捧げ、やがて飛鳥時代に仏が刻まれた巨岩や奇岩が多く見られ、奈良時代には南都
僧侶が修行した笠置寺へ。秋の紅葉に彩られた笠置寺の山の、整備されたかつての修業道1周800m
がコースを巡った後、木津川の散策コース（銀の帯）コースから恋志谷神社を経由して駅へのコースを
楽しんだ。 （Y．F）

修行修験修験道
道どう

笠置山山頂はこの鉄の扉
の中、近づけません（御
在所跡）

笠置駅 ここを潜ってすぐ右手に⇨ 登山口

笠置寺山門 弥勒磨崖仏

修験道 二の丸跡で休憩

修験道



六道輪廻を廻す

源聖寺坂(上から) 銀山寺の庭七坂のひとつ、源聖寺坂

結果は・・・最高位の天上 口縄坂

大阪市のマンホール蓋 寺社と坂

笠置山山頂、鉄の扉の前で 笠置橋 木津川沿いの銀の帯コース

JR関西本線横の道 1回目の線路横断 布目川橋

2回目の線路横断 再び木津川沿いの道へ お昼の休憩の後出発

恋志谷神社を後にして沈下橋へ JR大河原駅
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